
再
興 

蘇
る
悠
久
の
聖
地 

 
聖
徳
太
子
御
遠
忌
一
四
〇
〇
年 

二
十
二
万
巻
写
経
大
勧
進 

観
音
堂
と
閼
伽
井
堂 

 
 

再
建 

写
経
と
写
仏
の
お
勧
め 

 

喉
の
渇
き
や
空
腹
感
は
水
分
や
食
事
で
満
た
す
事
が
で
き
ま
す
が
、
心
の
渇
き
を
満
た
す
の
は
難
し
い
も
の
で

す
。
写
経
は
心
の
渇
き
を
満
た
し
、
栄
養
を
与
え
る
一
つ
の
方
法
で
す
。 

当
観
音
正
寺
は
そ
の
昔
聖
徳
太
子
が
千
手
観
音
像
を
安
置
さ
れ
て
開
か
れ
ま
し
た
。
来
る
平
成
三
十
四
年
は
太

子
が
崩
御
さ
れ
て
一
四
〇
〇
年
目
を
迎
え
る
大
切
な
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
そ
の
節
目
に
当
山
で
は
、
平
成
五

年
に
焼
失
を
免
れ
て
発
見
さ
れ
た
前
本
尊
の
お
前
立
ち
の
観
音
様
を
納
め
る
観
音
堂
の
再
建
を
、
発
願
致
し
ま
し

た
。
再
建
後
は
三
十
三
年
に
一
度
開
扉
さ
れ
る
秘
仏
を
祀
る
観
音
堂
と
な
り
ま
す
。 

伽
藍
の
再
興
を
成
就
す
る
に
は
二
十
二
万
巻
以
上
の
写
経
勧
進
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
度
の
勧
進
に
は
「
般
若
心
経
」
か
「
勝
鬘
経
」
の
ど
ち
ら
か
の
お
経
で
お
願
い
致
し
ま
す
。 

ご
志
納
金 

一
部 

二
千
円 

ま
ず
一
巻
。
そ
の
後
書
写
巻
数
が
十
、
三
十
三
、
百
八
を
目
標
に
お
進
み
く
だ
さ
い
。
節
目
で
ご
協
力
に
感
謝

し
記
念
品
を
授
与
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ど
う
ぞ
こ
の
機
会
に
当
山
と
ご
縁
を
結
び
、
健
や
か
な
毎
日
を
お
過
ご
し
下
さ
い
。 
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遠
忌
事
務
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〒
五
二
一
―
一
三
三
一 

滋
賀
県
近
江
八
幡
市
安
土
町
石
寺
二
番
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電
話 

 

〇
七
四
八
（
四
六
）
二
五
四
九 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
四
八
（
四
六
）
二
五
八
六 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

キ
リ
ト
リ
線 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

写 

経 

申 

込 

み 

用 

紙 

（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
） 

般
若
心
経
・
勝
鬘
経
（
い
ず
れ
か
に
〇
印
下
さ
い
）
（ 

 
 

 

）
巻 

と 

写
仏 

 
 

 

ご
住
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お
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番
号 
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月 
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